
適正化実施機関の活動
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P8適正化事業指導員の主な業務

・巡回指導

・苦情処理

・各種講習会の開催

・荷主企業への協力要請

貨物事業者運送の許可を受けた事
業者を定期的に訪問し、法令遵守
に対する指導やご案内を行います



P10巡回指導について

・巡回指導は２人１組

・綿密な計画にそって効率的に

・公正で的確な指導

・指導以外に現場学習も 訪問前に案内文書郵送

訪問するのはトラック協会の指導員



巡回指導の流れ
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P9巡回指導の指導項目①

事業計画等

・主たる事務所および営業所の名称、位置に変
更はないか。

・営業所に配置する事業用自動車の種別及び
数に変更はないか。

・自動車車庫の位置及び収容能力に変更はな
いか。

・乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は
適正か。

・乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正
か。

事業計画等

・届出事項に変更はないか。（役員・社員、特定
事業者に係る運送の需要者の名称変更等）

・自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白
トラの利用等）はないか。

・名義貸し、事業の貸渡し等はないか。

１回目の訪問時には写真撮影

本社営業所訪問時に限り確認します



P9巡回指導の指導項目②

帳簿類の整備、報告等

・事故記録が適正に記録され、保存されているか。

・自動車事故報告書を提出しているか。

・運転者台帳が適正に記入等され、保存されているか。

・車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。

・事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか。

本社営業所訪問時に限り確認します



P9巡回指導の指導項目③ - 1

運行管理等

・運行管理規定が定められているか。

・運行管理者が選定され、届出されているか。

・運行管理者に所定の講習を受けさせているか。

・事業計画に従い、必要な運転者を確保しているか。

・過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これをもとに乗務割が作成され、

休憩時間、睡眠のための時間が適正に管理されているか。

１．配置車両数に応じて必要な運行管理者が選任されているか。
２．選任されている運行管理者が現に運行管理業務に従事しているか。

届出や帳票類で確認

１．１日の拘束時間は原則１３時間、延長する場合でも最大１５時間以内。
（ただし、１４時間を超える回数は１週間につき２回まで）

２．休息時間は勤務終了後継続９時間を下回らない。
３．連続運転時間は４時間以内。
４．１日の運転時間は２日平均で９時間以内。

労働時間の
重要なポイント



P9

運行管理等

・過積載による運送を行っていないか。

・点呼の実施及びその記録、保存は適正か。

・乗務等の記録（運転日報）の作成保存は適正か。

・運行指示書による記録及びその保存・活用は適正か。

・乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。

・特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。

・特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。

巡回指導の指導項目③ - 2
１．運行管理者がもしくは補助者が対面で乗務前・乗務後点呼を実施し、点呼記録簿に正確に記録・保存。
２．中間点呼や遠隔地の為対面で実施できない乗務前・乗務後点呼は電話などで実施。
３．遠隔地で点呼する場合、アルコール検知器を携帯。

「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者
に対して行う指導及び監督の指針」基づき、

すべての運転者対し、運行管理者や代表者を中心と
なり、１年間と通じて１２の指導監督項目を毎年教育。

特定の運転者とは、
・新たに雇い入れた新人運転者
・６５歳以上の高齢運転者
・交通事故を引き起こした事故惹起者



P9

車両管理等

・整備管理規定が定められているか。

・整備管理者が選任され、届け出されているか。

・整備管理者に所定の研修を受けさせているか。

・日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。

・定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、

点検整備記録簿等が保存されているか。

巡回指導の指導項目④

３カ月ごとに法定の点検を各ディーラ・認証工場で実施、記録を保存

選任されている整備管理者が現に整備管理業務に従事しているか。

届出や帳票類で確認



P9

労基法等

・就業規則が制定され、届出されているか。

・３６協定が締結され、届出されているか。

・労働時間、休日労働について違法性はないか。

・所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。

巡回指導の指導項目⑤

営業所に所属するすべての運転者対し、１年以内ごとに１回の定期健康診断を適切に実施、記録を５年間保存。
午後１０時から翌日午前５時までの深夜業に従事される方は６ヶ月以内ごとに１回実施。



P9巡回指導の指導項目⑥, ⑦

法定福利

・労災保険・雇用保険に加入しているか。

・健康保険・厚生年金保険に加入しているか。

運輸安全マネジメント

・運輸安全マネジメントは適正か。



P12安全性優良事業所認定制度について

安全性優良事業所に係るインセンティブ

違 反 点 数 の 消 去

Ｉ Ｔ 点 呼 の 導 入

点 呼 の 優 遇

安 全 性 優 良 事 業 所 表 彰

基準緩和自動車の有効期間の延長

特殊車両通行許可の有効期間の延長

国 土 交 通 省

全日本 ト ラ ッ ク 協会

損 保 会 社

助 成 の 優 遇

保 険 料 の 割 引

・・・

・・・



トラック協会
加入案内


